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2017 年 3 月に静岡県内の特別養護老人ホーム（地域密着型含む） 10 か所の職員 13
名（施設長 5 名、副施設長 2 名、生活相談員 4 名、介護支援専門員 1 名、介護主任 1



















 ４）評価の上限が高く設定がなされているため、複数回にわたって活用可能  
２．本マニュアルに関する修正すべき点、さらなる工夫を要する点  
１）使用している専門用語の解説、表現の平易化に関するさらなる改善必要性  
２）一部の評価項目に表を用いることで項目の理解、評価のし易さを高める必要性  
 ３）評価項目に関する実践イメージが湧きにくい項目に関しては、さらに詳細な実践
事例の提示が必要  
 ４）アウトカム評価を実施するために活用可能な既存の評価基準や尺度、具体的事例、
資料など、さらに詳細な提示が必要  
 ５）施設のマネジメント部分、特に法人組織運営やトップのリーダーシップの発揮に
関する内容は、生活相談員や介護支援専門員には回答し難い  
６）ケアサービス部分の職種別評価マニュアルの必要性  
【学会発表、論文発表の状況】 
今後、聖隷クリストファー大学紀要等に投稿予定。 
